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は し が き

この消防年報は、能美市消防本部の現勢及び令和６年中の

消防行政に関する各種消防業務の実態を収録し、将来の

参考に資すると共に消防事情を広く一般に紹介するため

編集したものです。

本書が消防関係はもとより、広く関係各位に利用され

消防行政の推進のための参考資料となれば幸いと存じます。

令和７年７月

能美市消防本部
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総 務 関 係



位置及び地勢

能美市は、石川県の南部にあり、加賀平野のほぼ中央に位置しています。

管内の西は日本海に面し、北は川北町及び白山市、南は小松市に接して

います。

管内には雄大な白山を源とする石川県最大の手取川が東西に流れ、この

手取川がもたらした肥沃な土壌、恵まれた水は、水稲を中心に農業が営まれ

四季折々に色彩も鮮やかな田園風景を醸し出しています。

南東に白山山系に連なる標高５０～２００m の比較的なだらかな丘陵地が
広がり、能美丘陵と呼ばれ、スポーツ、レクリエーション施設や北陸先端

科学技術大学院大学が整備されています。

一方、日本海の沿岸には白砂青松の砂丘が広がり、一部にはハマナス

群落がみられ、貴重な自然資源となっています。

また管内には西より北陸自動車道、ＩＲいしかわ鉄道・北陸新幹線、

中央に国道８号線、東に加賀産業開発道路が貫通しています。

面 積 ８４．１４㎢ 海 岸 線 ５．８２㎞

小松市

金沢市

石川県

福井県

富山県

日本海

根上分署

辰口分署

消防本部
寺井消防署
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能美市の概要

（各年４月１日現在）

能美市

能美市（のみし）は、石川県南部の加賀地方に位置する

市であり、市の西部は日本海に面し、北部には手取川が

流れる。

2005 年（平成 17 年）2 月 1 日 に、森喜朗元首相、元

メジャーリーガーで国民栄誉賞授与された松井秀喜の

出身地である根上町、九谷焼や古墳群で有名な寺井町、

辰口温泉といしかわ動物園の所在地として知られる

辰口町という能美郡にあった 3町が合併して発足した。

３月には全日本競歩能美大会（2005 年までは 9 月に

実施）、５月には旧寺井地区にて九谷茶碗まつり、７月に

は旧根上地区で根上り七夕まつりが、８月には旧辰口地区

にて辰口まつりがそれぞれ開催される。

年 人 口 世 帯 数

人口・

世帯の

推 移

令和 5年 49,576 人 19,718 世帯

令和 6年 49,498 人 20,000 世帯

令和 7年 49,492 人 20,292 世帯
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消防の沿革

年 月 沿 革

平成 ２年 ４月

６月

１０月

１２月

平成 ３年 ３月

４月

５月

８月

１１月

平成 ４年 １月

２月

４月

６月

平成 ５年 ４月

１２月

平成 ６年 ３月

４月

５月

６月

・能美郡４町（根上町、寺井町、辰口町並びに川北町）が能美郡広域事務

組合を設置、消防事務を共同処理することを定める。

・組合消防の設立が石川県知事より許可される。

・職員は各町消防団常備部団員３１名をそのまま採用。

・新たに１０名を採用し総員４１名となる。

・１０名を消防学校初任教育に派遣。

・２名退職。（総員３９名）

・消防長に中田建吉氏 就任。（総員４０名）

・組織は消防本部１、署１、分署３とし２名を臨時採用し、総員４２名で

消防業務を開始する。（定数６７名）

・１名を臨時採用。（総員４３名）

・４名退職。（総員３９名）

・松任石川広域事務組合と消防相互応援協定を締結する。

・５名を採用し、総員４４名となる。８名を消防学校初任教育に派遣。

・１名を臨時採用する。（総員４５名）

・小松市と消防相互応援協定を締結する。

・石川県消防広域応援協定を県下全市町村及び一部事務組合相互間に

おいて締結。

・水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、寺井消防署に配備。

（更新）

・全国自動車工業会より２Ｂ型救急車の寄贈を受け辰口分署に配備し、

辰口分署で救急業務を開始。

・救助工作車（Ⅱ型）を購入、寺井消防署に配備する。

・８名を採用し、総員５３名となる。９名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員５２名）

・５名を採用し、総員５７名となる。５名を消防学校初任教育に派遣。

・水槽付ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、根上分署に配備。（更新）

・初代消防長、中田建吉氏 退職。（総員５６名）

・２代消防長に太田郁朗氏 就任。（総員５７名）

・１名採用、総員５８名となる。１名を消防学校初任科教育に派遣。

・消防ラッパ隊８人編成発足する。

・日本防火協会より、防火広報車防火号の寄贈を受け、消防本部に

配備する。
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８月

平成 ７年 ３月

４月

８月

１２月

平成 ８年 １月

３月

４月

１０月

平成 ９年 １月

３月

４月

８月

１０月

平成１０年 １月

４月

９月

１１月

平成１１年 ４月

１１月

平成１２年 ３月

・１名退職。（総員５７名）

・日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）の寄贈を受け

川北分署に配備する。（更新）

・郡内一円で、第３５回石川県防災総合訓練実施。

・２名退職。（総員５５名）

・４名を採用し、総員５９名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・（財）救急振興財団より、心肺蘇生訓練用シミュレーターの寄贈を

受ける。

・金沢信用金庫より、救助資機材の寄贈を受ける。

・水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、辰口分署に配備。（更新）

・２代消防長 太田郁朗氏 退職。（総員５８名）

・３代消防長に北出良明氏 就任。（総員５９名）

・２名を採用し、総員６１名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・消防職員委員会を設置。

・高規格救急車を購入し、根上分署に配備する。（更新）

・１名退職。（総員６０名）

・石川県知事の権限に属する火薬類取締法（昭和２５年法律第１４９号）

火薬類取締法施行規則（昭和２５年通商産業省令第８８号）及び、電気

用品取締法（昭和３３年法律第２３４号）に関する事務のうち、関係

町長に委譲され当該事務を当組合で処理するにあたり、共同処理する

事務を新たに加えるため規約を変更する。

・２名を採用し、総員６２名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員６１名）

・指令車を購入し、根上分署に配備。（更新）

・管内からの１１９番通報を本部一括受信とする。

・消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を購入し、根上分署に配備。（更新）

・携帯電話等の１１９番通報受付開始。（南加賀地区）

・指令車を購入し、本部に配備。（更新）

・高規格救急車を購入し、寺井消防署に配備。（更新）

・２名を採用し、総員６３名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・小型動力ポンプ積載車を購入し、辰口分署に配備。（更新）

・１名退職。（総員６２名）

・１名退職。（総員６１名）

・知事から関係町長に委任されている火薬類取締法及び電気用品取締法

等に係る事務について、関係町が処理する事務となった為規約を変更

する。
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４月

平成１３年 ３月

平成１４年 ３月

４月

８月

１２月

平成１５年 １月

１０月

平成１６年 ４月

７月

１０月

１２月

平成１７年 １月

２月

３月

４月

１１月

１２月

平成１８年 ２月

３月

４月

９月

１２月

平成１９年 ３月

４月

１２月

平成２０年 ４月

平成２１年 ３月

・２名を採用し、総員６３名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・電気用品取締法の法律名が電気用品安全法に改正されたことに伴い

規約の変更をした。

・１名退職。（総員６２名）

・４名を採用し総員６６名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・１名を石川県消防防災航空隊に派遣。

・１名退職。（総員６５名）

・３代消防長 北出良明氏 退職。（総員６４名）

・４代消防長に苗代実氏 就任。（総員６５名）

・１名退職。（総員６４名）

・４名を採用し、総員６８名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・福井豪雨に石川県緊急消防援助隊として５名を派遣。

・新潟県中越地震に石川県緊急援助隊として５名を派遣。

・化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を購入し、根上分署に配備する。（新規）

・１名退職。（総員６７名）

・組合構成町４町のうち３町が合併したことにより、能美広域事務組合

消防本部に名称を変更。職員定数７０名となる。

・２名退職。（総員６５名）

・３名を採用し、総員６８名となる。３名を消防学校初任教育に派遣。

・第８回全国消防広報コンクールホームページ部門において入選。

・機材搬送車を購入し、根上分署に配備する。（新規）

・１名退職。（総員６７名）

・携帯１１９番通報の直接受信を開始する。

・２名退職。（総員６５名）

・３名を採用し、総員６８名となる。３名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員６７名）

・(社)日本損害保険協会より、高規格救急車の寄贈を受け川北分署に
配備。(更新)
・事務連絡車を購入し、消防本部に配備。（新規）

・能登半島地震に消防広域応援隊として５名を派遣。

・２名退職。（総員６５名）

・３名を採用し、総員６８名となる。３名を消防学校初任教育に派遣。

・防火広報車を購入し、消防本部に配備。（更新）

・１名を石川県消防防災航空隊に派遣。

・４代消防長苗代実氏 退職。（総員６７名）

・４名退職。（総員６３名）
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４月

９月

１０月

平成２２年 ４月

１２月

平成２３年 ３月

４月

７月

１０月

１１月

１２月

平成２４年 ３月

４月

５月

６月

１２月

平成２５年 ４月

・５代消防長に今坂外幸氏 就任。（総員６４名）

・２名を採用し、総員６６名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・石川県防災総合訓練が能美市内にて行われる。

・高規格救急車を辰口分署に配備。（更新）

・消防学校教官として１名派遣。

・能美広域事務組合手数料条例（平成１７年能美広域事務組合条例

第１４号）の一部を改正する。

・能美広域事務組合火災予防条例（平成１７年能美広域事務組合条例

第１５号）の一部を改正する。

・１名退職。（総員６５名）

・東日本大震災に石川県緊急消防援助隊として３月１２日から３月

２６日までの１５日間で２５名を派遣。

・５代消防長今坂外幸氏 退職。（総員６４名）

・石川県消防防災航空隊の派遣期間終了。

・６代消防長澤田祐司氏 就任。（総員６４名）

・２名を採用し、総員６６名となる。２名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員６５名）

・１名退職。（総員６４名）

・１名を臨時職員として採用。（総員６５名）

・小松飛行場周辺施設整備事業にて高規格救急自動車を根上分署に配備。

・緊急消防援助隊補助事業にて水槽付消防ポンプ自動車を寺井消防署に

配備。

・石川県消防学校の派遣期間終了。

・能美広域事務組合手数料条例（平成１７年条例第１４号）の一部を

改正する。

・能美広域事務組合火災予防条例（平成１７年条例第１５号）の一部を

改正する。

・２名を採用し、総員６７名となる。３名を消防学校初任教育に派遣。

・能美広域事務組合公告式条例

（平成１７年能美広域事務組合条例第１号）の一部を改正する。

・１名退職。（総員６６名）

・能美広域事務組合火災予防条例（平成１７年条例第１５号）の一部を

改正する。

・３名を採用し、総員６９名となる。３名を消防学校初任教育に派遣。

・消防学校教官として１名派遣。
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平成２５年 ９月

１２月

平成２６年 ３月

４月

１０月

１２月

平成２７年 ２月

３月

４月

１２月

平成２８年 ３月

４月

５月

平成２８年１０月

平成２９年 ３月

４月

・１名退職（総員６８名）

・能美広域事務組合火災予防条例（平成１７年条例第１５号）の一部を

改正する。

・能美広域事務組合職員定数条例（平成１７年条例第４号）の一部を

改正する。（定数８５名）

・小松飛行場周辺施設整備事業にて救助工作車Ⅱ型を寺井消防署に配備。

・能美広域事務組合手数料条例（平成１７年条例第１４号）の一部を

改正する。

・４名を採用し、総員７３名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・１名を石川県消防防災航空隊に派遣。

・１名退職。（総員７２名）

・小松飛行場周辺施設整備事業にて高規格救急自動車を寺井消防署に

配備。

・支援車Ⅲ型を根上分署に配備。

・６代消防長澤田祐司氏 退職。（総員７１名）

・６代消防長澤田祐司氏 再任用。（総員７２名）

・５名を採用し、総員７７名となる。５名を消防学校初任教育に派遣。

・能美広域事務組合火災予防条例（平成１７年条例第１５号）の一部を

改正する。

・能美広域事務組合消防本部及び消防署の設置等に関する条例（平成

１７年能美広域事務組合条例第６号）の一部を改正する。

・能美広域事務組合一般職の職員の給与に関する条例（平成１７年能美

広域事務組合条例第７号）の一部を改正する。

・８名を採用し、総員８５名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・消防本部・寺井消防署が能美市寺井町ク９番地１ 能美市防災センター

内に移転する。

・能美広域事務組合消防本部から能美消防本部に名称を変更する。

・高機能消防指令センターシステム・消防救急デジタル無線システムを

配備し運用を開始する。

・４名を消防学校初任教育に派遣。

・指揮車を消防本部に配備。

・能美市消防本部及び消防署の設置等に関する条例を制定する。

・能美広域事務組合解散（平成２９年３月３１日）

・能美市消防本部を発足し、総員８３名で消防業務を開始。(定数１０６名)
（平成２９年４月１日）

・能美市初代消防長に澤田祐司氏 就任。
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平成２９年 ９月

１０月

平成３０年 ２月

３月

４月

１２月

平成３１年 ３月

４月

令和 元年 ６月

９月

１２月

令和 ２年 ３月

令和 ２年 ４月

１２月

令和 ３年 ３月

４月

１０月

・４名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員８２名）

・４名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職。（総員８１名）

・小松飛行場周辺施設整備事業にて水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型を更新

し寺井消防署に配備。

・能美市消防手数料条例（平成２９年条例第１８号）の一部を改正する。

・石川県消防防災航空隊の派遣期間終了。

・１名退職（総員８０名）

・８名を採用し、総員８８名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新し辰口分署に配備。

・能美市火災予防条例（平成２９年条例第１７号）の一部を改正する。

・２名退職（総員８６名）

・２代消防長に近藤芳功氏 就任。

・４名を採用し、総員９０名となる。４名を消防学校初任教育に派遣。

・消防学校教官として１名派遣。

・能美市火災予防条例（平成２９年条例第１７号）の一部を改正する。

・能美市消防手数料条例（平成２９年能美市条例第１８号）の一部を改正

する。

・１名退職（総員８９名）

・１名退職（総員８８名）

・消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を更新し根上分署に配備。

・高規格救急自動車（防衛省補助）を更新し辰口分署に配備。

・３名退職（総員８５名）

・７名を採用し、総員９２名となる。

・組織改編として、警防課から消防指令センターを独立させ消防指令室と

し、消防本部の１課とする。

・能美市火災予防条例（平成２９年条例第１７号）の一部を改正する。

・屈折はしご付消防ポンプ自動車を寺井消防署に新規配備。

・消防庁の無償使用制度を活用し津波・大規模風水害対策車を寺井消防署

に配備。

・石川県消防学校の派遣期間終了。

・１名退職（総員９１名）

・６名を採用し、総員９７名となる。

・１名を石川県消防防災航空隊に派遣。

・根上分署を全面改修し、仮眠室を個室化とする。
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１１月

令和 ４年 １月

３月

４月

令和 ５年 ２月

３月

４月

６月

９月

１０月

令和 ６年 ２月

３月

４月

９月

１０月

令和 ７年 ３月

４月

・辰口分署を改修および増築し、仮眠室を個室化とする。

・ＰＡ連携出動運用開始。

・高規格救急自動車を寺井消防署に新規配備。

・５名を採用し、総員１０２名となる。

・１名退職（総員１０１名）

・資機材搬送車を更新し、寺井消防署に配備する。

・５名退職（総員９６名）

・３代消防長に中川登志勝氏 就任。

・６名を採用し、総員１０２名となる。６名を消防学校初任教育に派遣。

・２名退職（総員１００名）

・能美市火災予防条例（平成２９年条例第１７号）の一部を改正する。

・能美市火災予防条例（平成２９年条例第１７号）の一部を改正する。

・１名異動（総員９９名）

・１名退職（総員９８名）

・高規格救急自動車（防衛省補助）を更新し寺井消防署に配備。

・石川県消防防災航空隊の派遣期間終了。

・１名退職（総員９７名）

・５名を採用し、総員１０２名となる。５名を消防学校初任教育に派遣。

・１名退職（総員１０１名）

・小松市、加賀市及び能美市消防広域連携及び効率的運用に係る合意書の

施行。

・１名退職（総員１００名）

・５名を採用し、総員１０５名となる。５名を消防学校初任教育に派遣。

・消防学校教官として１名派遣。
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消防庁舎の所在地

消
防
本
部

寺
井
消
防
署

所 在 地

電 話 番 号

ＦＡＸ番号

構 造

延 べ 面 積

建 築 年 月

能美市寺井町ク9番地1

0761-58-6320(消防本部)

0761-58-6321(寺井消防署)

0761-58-6299(消防本部)

0761-58-6496(寺井消防署)

R･C造 6階

5,721.96㎡

平成28年 5月

根
上
分
署

所 在 地

電 話 番 号

ＦＡＸ番号

構 造

延 べ 面 積

建 築 年 月

能美市浜町カ175番地

0761-55-0077

0761-55-0077

R･C造 2階

615.35㎡

平成元年 3月

辰
口
分
署

所 在 地

電 話 番 号

ＦＡＸ番号

構 造

延 べ 面 積

建 築 年 月

能美市来丸町1111番地

0761-51-6119

0761-51-6219

鉄骨造 2階

362.47㎡

平成29年 5月
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階級 消防 消防 消防 消防 消防 事務
区分 司令長 司令 司令補 士長 副士長 職員
消防本部 31 1 5 7 8 3 6 1
寺井消防署 42 1 1 7 8 13 12
根上分署 16 1 4 4 4 3
辰口分署 16 1 5 3 4 3
合　　計 105 1 1 8 23 23 24 24 1

階級 消防 消防 消防 消防 消防 事務
区分 司令長 司令 司令補 士長 副士長 職員
18歳～20歳 8 8
21歳～25歳 22 8 14
26歳～30歳 24 6 16 2
31歳～35歳 9 9
36歳～40歳 8 1 7
41歳～45歳 6 6
46歳～50歳 14 3 11
51歳～55歳 7 1 3 2 1
56歳以上 7 1 2 3 1
合　　計 105 1 1 8 23 23 24 24 1

階級 消防 消防 消防 消防 消防 事務
区分 司令長 司令 司令補 士長 副士長 職員
２年未満 10 10
２年以上 14 3 11
５年以上 29 5 21 3
１０年以上 13 13
１５年以上 4 4
２０年以上 8 8
２５年以上 6 1 5
３０年以上 17 1 1 5 8 1 1
３５年以上 4 2 2
合　　計 105 1 1 8 23 23 24 24 1

消防職員状況

１．消防職員の配置状況 （令和7年4月1日現在）

２．消防職員年齢状況 （令和7年4月1日現在）

３．消防職員勤続年数 （令和7年4月1日現在）

合計 消防監 消防士

合計 消防監 消防士

合計 消防監 消防士
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大型 18 20 6 8 52

普通 30 42 16 16 104

大型特殊 4 3 7

大型二種 1 1

牽引 1 1

自動二輪 7 3 2 2 14

甲種特類 1 1

甲種第一類 2 1 3

甲種第二類 2 2

甲種第三類 1 1

甲種第四類 2 2 4

甲種第五類 2 2

乙種第一類 1 1

乙種第二類

乙種第三類 1 1

乙種第四類 1 1

乙種第五類 3 3

乙種第六類 14 23 6 5 48

乙種第七類 2 2

甲種 1 1 2

乙種第一類 4 4 1 1 10

乙種第二類 5 3 1 9

乙種第三類 6 5 1 12

乙種第四類 20 29 9 9 67

乙種第五類 5 6 1 12

乙種第六類 5 4 2 1 12

丙種 7 5 2 1 15

消防設備等 8 3 1 1 13

危険物 9 3 1 13

防火査察 16 11 2 3 32

11 11 3 4 29

11 10 2 4 27

12 23 4 9 48

5 4 3 12

11 8 1 3 23

4 2 2 8

6 7 4 17

1 1

1 1

1 1 2

5 12 6 5 28

2 3 1 6

2 5 4 2 13

25 42 16 16 99

3 2 5

1 1

1 1

2 2 1 5

1 1

1 1 2

1 1

1 1

1 2 3

4 4 8

1 1

1 1

消 防 職 員 の 各 種 免 許 取 得 状 況

   (R7.4.1現在)

所　属

種　別

玉掛技能講習

小型移動式クレーン運転技能

潜　　水　　士

中級ダイバー

２級小型船舶

テクニカルロープレスキュー

スイフトレスキュー

伐木等の業務に係る特別教育

ロープ高所作業特別教育

フルハーネス型墜落制止用器具特別教育

救急救命士

救急救命士気管挿管認定

救急救命士薬剤投与認定

陸上特殊無線技士

アマチュア無線技士

車両系建設機械運転技能講習

防災士

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

電気工事士（第２種）

特定管理産業廃棄物管理責任者

特定化学物質等作業主任者

衛生管理者

ガス溶接技能講習

足場組立等作業主任者

ドローン操縦士技能認定

第１種衛生管理者

テールゲートインストラクター

本 部 寺井消防署 根 上 分 署 辰 口 分 署 合　計

自動車運転免許

予防技術資格者

救
急
関
係

予
防
関
係

消防設備士

危険物取扱者 

救
助
関
係

そ
の
他
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年  別   

令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度

研修課程

5 6 5 6 7 

初級幹部科 1

中級幹部科 1

上級幹部科

警防科 1

特殊災害科 1

予防査察科 1

危険物科 1

火災調査科 1

救助科 1

救急科 4 4 4 4 6 

救急救命士生涯教育講習 2 2 2 2

救急救命士二処置講習

兼任救急隊員教育講習 2 2 2 2

水難救助科 1 1

無線通信科 1

通信指令員技術向上講習 1 1 1

ヘリコプター搭乗員研修 1 

1

2 1

2 1

1

2 2 

2

2

職 員 の 教 養 研 修 状 況

初任科

消防大学校

救急救命士研修所

予防業務研究会

警防業務研究会

救助技術研修会

救急シンポジウム

救助シンポジウム

通信指令シンポジウム

ｽｲﾌﾄｳｫｰﾀｰﾚｽｷｭｰ講習

着衣泳指導員（プール）

CFBT-JP(LevⅠ)講習

FTCリミテッドアウェアネス講習

幹
部
教
育

消
防
学
校

専
科
教
育

特
別
教
育

そ　
　
　

の　
　
　

他

13



1 公印の保管に関すること。

2 消防本部訓令及び消防本部告示の制定改廃に関すること。

3 文章の収受、発送、浄書及び保存に関すること。

4 消防業務の企画及び調整に関すること。

5 物品の出納保管に関すること。

6 消防職員等の表彰に関すること。

7 消防職員の教育訓練及び教養に関すること。

8 消防統計に関すること。

9 消防庁舎の維持管理に関すること。

10 消防職員の福利厚生に関すること。

11 消防職員委員会に関すること。

12 消防団に関すること（訓練等に関することは除く。）。

13 その他他の課及び消防署に属さない事務に関すること。

1 火災予防及び防火管理に関すること。

2 建築物の同意事務及び消防設備に関すること。

3 予防査察及び防火指導に関すること。

4 火災原因及び損害調査に関すること。

5 防火運動及び広報に関すること。

6 危険物の規制に関すること。

7 液化石油ガス等の保安指導に関すること。

8 消防機械器具及び通信施設の整備保全に関すること。

9 子ども女性防火クラブ等の事務に関すること。

10 火薬類取締法に基づく煙火の消費許可及び火薬類の防火指導に関すること。

11 電気用品の販売事業所等の立入に関すること。

1 警防計画及び訓練に関すること。

2 災害現場指揮及び現場支援に関すること。

3 消防相互応援協定、緊急消防援助隊及び国民保護に関すること。

4 機械器具等の整備運用に関すること。

5 消防団の訓練等に関すること。

6 救急及び救助に関すること。

1 指令及び保全全般に関すること。

2 デジタル無線全般に関すること。

3 システム研究全般に関すること。

4 統計全般に関すること。

5 活動指針全般に関すること。

6 その他通信指令全般に関すること。

消  防  本  部  事  務  分  掌

消
防
本
部

庶
務
課

庶
務
係

予
防
課

予
防
係

警
防
課

警
防
係

消
防
指
令
室

指
令
係
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1 公印の管守に関すること。

2 文章の収受、浄書及び保存に関すること。

3 その他他の係に属さない事務に関すること。

1 予防査察及び防火指導に関すること。

2 消防用設備に関すること。

3 防火運動及び広報活動に関すること。

4 火災原因等の調査記録に関すること。

5 法令、条例及び規則に基づく届出に関すること。

6 子ども女性防火クラブ等の指導育成に関すること。

7 電気用品の販売事業所等の立入に関すること。

8 火薬類の防火指導に関すること。

1 水火災その他の災害の警戒、防ぎょ及び警防対策に関すること。

2 火災等の警防に関すること。

3 異常気象及び気象情報に関すること。

4 消防水利の調査保全に関すること。

5 消防用機械器具及び通信に関すること。

6 救急及び救助に関すること。

7 車両整備及び燃料に関すること。

8 消防団、自衛消防隊等の指導育成に関すること。

署　・　分　署  事  務  分  掌

署
・
分
署

庶
務
係

予
防
係

警
防
係
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消  防  本  部 （署・分 署） 組  織  図

市　長

消防長 消防本部 庶務課 庶務係

予防課 予防係

警防課 警防係

消防指令室 指令係

庶務係

寺井消防署 予防係

警防係

庶務係

根上分署 予防係

警防係

庶務係

辰口分署 予防係

警防係
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　当消防本部では、消防組織法第３９条の規定に基づき隣接する市町村等に大規模又は、特殊な

災害が発生した場合、消防体制の強化を図り、連帯して災害に対処するために、小松市及び白山

野々市広域事務組合と消防応援協定を結んでいます。

　また石川県とも同様の応援協定及び、消防防災ヘリコプター要請の支援協定を締結しています。

協定締結者 締結年月日 協 定 の 締 結 先 備　　考

金沢市

平成２９年 白山野々市広域事務組合
能美市

　　　４月１日 小松市

加賀市

平成２９年
能美市

　１０月１日

平成２９年
能美市

　１０月１日

平成２９年
能美市 小松市

　　　４月１日

平成２９年
能美市 川北町

　　　４月１日

平成３年 石川県、県内各市町村
能美市

８月１日 及び一部事務組合

平成２６年
能美市 石川県

４月１日

消　防　相　互　応　援　協　定　等　の　状　況

締　結　協　定　名

高速自動車国道北陸自動車道

における消防及び救急業務応援協定

能美市・白山野々市広域事務組合

消防相互応援協定

白山市・能美市消防相互応援協定

小松市・能美市消防相互応援協定

能美市・川北町消防相互応援協定

石川県消防広域応援協定

石川県消防防災ヘリコプター

支援協定

白山野々市広域事務組合
能美広域事
務組合解散
に伴う締結

白山市
能美広域事
務組合解散
に伴う締結

能美広域事
務組合解散
に伴う締結

能美広域事
務組合解散
に伴う締結

能美広域事
務組合解散
に伴う締結
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（単位　千円）

予算額

361,119

235,057

185,190

72

1,619

18,174

1,911

3,238

5,177

70

85,358

9,028

612

906,625

9,694

640

279

100

2,144

890

196

643

396

1,562

9,650

41

26,235

令　和　7　年　度　消　防　費　歳　出　予　算（当初）　

目 節

給 料

職 員 手 当

共 済 費

報 償 費

旅 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

原 材 料 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

公 課 費

小 計

報 酬

報 償 費

旅 費

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

工 事 請 負 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

公 課 費

小 計

常 備 消 防 費

非 常 備 消 防 費

18



（単位　千円）

予算額

6,251

8,046

27,127

569

264

4,765

9,436

56,458

989,318

113,786

1,103,104

目 節

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 び 賃 借 料

工 事 請 負 費

備 品 購 入 費

負担金補助及び交付金

小 計

消 防 本 部 歳 出 予 算 合 計

災 害 対 策 費 等 （ 市 危 機 管 理 課 ）

消 防 費 合 計

消 防 施 設 費

19



予 防 関 係



総　　数 地上５階未満地上５階以上 うち地下１階 うち地下２階

イ劇場・映画館・演芸場・観覧場 9 9 5

ロ公会堂・集会場 98 98 1 33

イキャバレー・カフェ・ナイトクラブ

ロ遊技場・ダンスホール 6 6 1

ハ性風俗関連特殊営業を営む店舗

ニ

イ待合・料理店の類

ロ飲食店 44 44 8

百貨店・マーケット・店舗・展示場 86 86 1 29

イ旅館・ホテル・宿泊所 9 4 5 5

ロ寄宿舎・下宿・共同住宅 271 252 19 49

イ病院・診療所・助産所 24 22 2 2

ロ 18 18 1 1

ハ 61 61 4

ニ幼稚園・盲学校・聾学校・養護学校

学校・各種学校の類 36 33 3 20

図書館・博物館・美術館の類 17 17 1

イ公衆浴場のうち蒸気浴場・熱気浴場

ロイ以外の公衆浴場 2 2 1

車両の停車場又は航空機の発着場 1 1

神社・寺院・教会の類 26 26 13

十二イ工場又は作業場 692 689 3 1 53

十三イ自動車車庫・駐車場 6 6 5

倉庫 173 173 45

前各号に該当しない事業場 262 259 3 2 52

イ 90 90 1 19

ロイ以外の複合用途防火対象物 28 28 1 15

2 2 2

1,961 1,926 35 9 2 360

防　火　対　象　物　数・予　防　査　察　実　施　状　況
(R6.4.1～R7.3.31)

項　別

カラオケボックス・個室ビデオ店等

四

老人福祉施設・身体障害者施設等（通所施設を除く）

老人福祉施設・身体障害者施設等（通所施設）

七

八

十

十一

十四

十五

特定防火対象物が存する複合用途防火対象物

一七 重要文化財等

合　　　　　　　　　　　　計

予防査察

一

二

三

五

六

九

十六
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(R6.4.1～R7.3.31)

特　定　防　火　対　象　物　数

　項　　　　別 合 計

イ 劇場・映画館・演芸場・観覧場 9

ロ 公会堂・集会場 98

イ キャバレー・カフェ・ナイトクラブ

ロ 遊技場・ダンスホール 6

ハ

ニ

イ 待合・料理店の類

ロ 飲食店 44

四 百貨店・マーケット・店舗・展示場 86

五 イ 旅館・ホテル・宿泊所 9

イ 病院・診療所・助産所 24

ロ 18

ハ 61

ニ

九 イ

十六 イ 90

445

特  定  防  火  対  象  物  数

市　　町　　別

性風俗関連特殊営業を営む店舗

老人福祉施設・身体障害者施設等（通所施設を除く）

老人福祉施設・身体障害者施設等（通所施設）

幼稚園・特別支援学校

公衆浴場のうち蒸気浴場・熱気浴場

特定防火対象物が存する複合用途防火対象物

合　　　　　　　　　　　　　　　　　計

一

二

三

六
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 申 請

要 旨 

指 導 無 26

〃 有 30

指 導 無 2

〃 有 1

指 導 無

〃 有

指 導 無

〃 有

指 導 無

〃 有 1

指 導 無

〃 有

指 導 無 28

〃 有 32

建　築　同　意　事　務　処　理　状　況

(R6.4.1～R7.3.31)

同　  意 内　　訳 合　  計

新　　　築 56

増　　　築 3

改　　　築

移　　　転

用 途 変 更 1

そ　の　他

合　　　計 60
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甲種 乙種 合計

イ 8 8

ロ 45 31 76

イ

ロ 5 5

ハ

ニ

イ

ロ 1 31 32

37 11 48

イ 3 3

ロ 12 12

イ 5 5

ロ 14 14

ハ 30 1 31

ニ

14 14

9 9

イ

ロ 1 1

1 3 4

十二 イ 45 1 46

1 1

38 4 42

十六 イ 34 1 35

十六 ロ 3 3

306 83 389

防 火 管 理 者 選 任 届 出 状 況
(R7.3.31現在)

四

七

八

十一

十四

十五

合　　　　　計

防火対象物の区分
防 火 管 理 者 選 任 届 出 数

一

二

三

五

六

九
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R6.4.1～R7.3.31

火災とまぎらわしい煙又は火炎を発す

るおそれのある行為の届

各　種　届　出　事　務　処　理　状　況

届　　出　　項　　目

様式第３号 防火対象物使用開始届 64

様式第４号の１ 炉・厨房設備等設置届 10

様式第４号の２ 発電・変電・蓄電池設備設置届 39

様式第４号の３ ネオン管灯設備設置届

様式第４号の４ 水素ガスを充填する気球の設置届

様式第５号の１ 87

様式第５号の２ 煙火（打上げ・仕掛け）届 3

様式第５号の３ 催し物開催届 9

様式第５号の４ 水道（断・減水）届

様式第５号の５ 道路工事届 337

合　　　　　　　　　　　　　計 549
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13 3 2 1 4 3

5 2 3

8 1 2 1 4

16 1 5 1 2 1 4 2

4 1 1 2

12 1 4 2 1 4

37 10 4 1 3 1 3 7 8

2 2

3 2 1

6 1 1 2 1 1

4 2 2

22 7 3 1 1 1 3 6

7 1 4 2

5 1 4

2 2

危 険 物 施 設 許 可 ・ 検 査 の 状 況

(R6.4.1～R7.3.31)

計

設 置 許 可

変 更 許 可

計

設 置 完 成 検 査

変 更 完 成 検 査

計

類・数量・倍数変更届

譲 渡 引 渡 届

廃 止 届

予 防 規 程 制 定
（ 変 更 ）

保安監督者等選解任届

計

仮 使 用 承 認

仮貯蔵・仮取扱承認

製造所等の別
合

計

製

造

所

貯　　　蔵　　　所 取 扱 所
そ

の

他

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

区　　　分

許

可

事

項
検

査

事

項

届

出

事

項

検

査

事

項

合　　　　　　　計 73 1 19 4 2 7 1 5 19 13 2
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(R7.3.31現在)

　製 造 所 等 の

　区　　分

289 5 222 69 30 4 96 3 17 3 62 24 38

116 99 37 2 3 39 3 15 17 2 15

75 1 60 16 12 30 2 14 2 12

55 1 41 11 10 1 18 1 13 7 6

19 2 15 2 4 7 2 2 1 1

8 1 4 1 2 1 3 3

6 1 1 5 5

10 2 1 1 8 7 1

1 1 1

2 2 2

277 2 215 62 30 4 96 3 17 3 60 24 36

2 2 2

7 3 3 3 1 1

※　販売取扱所は、なし

危 険 物 施 設 の 規 模 及 び 類 別

貯　　　　　　蔵　　　　　　所 取　扱　所

区　　分

完 成 検 査 済 証 交 付 施 設 数

5倍以下

   5倍 を超え  10倍以下

  10倍 を超え  50倍以下

  50倍 を超え 100倍以下

 100倍 を超え 150倍以下

 150倍 を超え 200倍以下

 200倍 を超え1000倍以下

1000倍 を超え5000倍以下

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類

第 ４ 類

第 ５ 類

第 ６ 類

混          在

単
 
 
 
 
独

合

計

製

造

所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

一

般

取

扱

所

数
 
 
量
 
 
別

種
 
 
 
 
 
 
別
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(R6.4.1～R7.3.31)

危 険 物 タ ン ク の 完 成 前 検 査

水 張
検 査

少量危険物
水張検査

水 圧
検 査

金　　　額 １０KL未満 １０KL以上１０００ＫＬ以下

小

計

30,000 5

小

計

642,000 107

小

計

計 672,000 112
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(R6.4.1～R7.3.31）

品 名 等 件 数

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス

無 水 硫 酸

液 化 石 油 ガ ス 7 

生 石 灰

毒 物

劇 物

小 計 7 

可 燃 性 固 体 類 3 

石 炭 ・ 木 炭 類

可 燃 性 液 体 類

合 成 樹 脂 類 6 

そ の 他

指 定 可 燃 物 に 類 す る 物 品

小 計 9 

少 量 危 険 物 ( 移 動 ﾀ ﾝ ｸ を 除 く ) 23 

移 動 タ ン ク

小 計 23 

圧縮アセチレンガス等、指定可燃物等及び少量危険物の状況

少
量
危
険
物

合　　　　　　　　　計 39 

圧

縮

ア

セ

チ

レ

ン

ガ

ス

等

指

定

可

燃

物

等
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警 防 関 係



0

0.72

-0.1

-0.3

-0.2

0.86

-1

0.23

-0.7

0.23

（令和7年4月1日）

消防機関の出動状況（火災・救急・救助以外）

令 和 6 年 令 和 5 年 増         減 増　減　率  

（ａ） （ｂ） (ａ)-(ｂ)=(ｃ) (ｃ)/(ｂ)×100％

風水害等の災害 12 12 0 0.0

演習・訓練等 117 68 49 72.1

広報・指導 302 323 -21 △ 6.5

警防調査 250 356 -106 △ 29.8

火災調査 13 17 -4 △ 23.5

特別警戒 54 29 25 86.2

捜　索 0 1 -1 △ 100.0

予防査察 299 244 55 22.5

誤報等 3 10 -7 △ 70.0

その他 549 446 103 23.1

合　計 1,599 1,506 93 6.2

消防水利設置状況

う
ち
耐
震

個　数 1,265 210 37 51 1,563 

区 分

　　　水利別 公
設
消
火
栓

公
設
防
火
水
槽

そ
の
他
の
水
利

総　

計
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火 災 関 係



令和６年火災概要

１．火災件数

火災件数は９件で、前年（５件）より４件増加しました。

２．火災種別件数

火災種別件数では、建物火災が５件（前年２件）、林野火災が０件（前年０件）

車両火災が０件（前年３件）、その他火災が４件（前年０件）となりました。

３．焼損棟数及び焼損面積

焼損棟数は８棟（全焼２棟、部分焼３棟、ぼや３棟）で、前年（２棟）に比べ６棟

増加しました。

焼損床面積は３４５㎡（前年０㎡）で、前年に比べ３４５㎡増加しました。

４．損害額

損害額は、３４，５９３千円（前年３，５３５千円）で、前年に比べ

３１，０５８千円増加しました。

５．死者及び負傷者

死者は０人（前年０人）で同数でした。負傷者は０人（前年１人）で１人減少しま

した。
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区  分 　　　　年  別 令和６年 令和５年 前年比増減

9 5 4

5 2 3

0 0 0

0 3 △ 3

4 0 4

34,593 3,535 31,058

345 0 345

0 0 0

812 0 812

全       焼 2 0 2

半       焼 0 0 0

部  分  焼 3 1 2

ぼ       や 3 1 2

死　    者 0 0 0

負  傷  者 0 1 △ 1

2 1 1

3 2 1

3,844 707 3,137

69 0 69

0 0 0

271 0 271

令和６年火災概要及び前年比較

出     火     件    数

建    物    火    災

林    野    火    災

車    両    火    災

そ  の  他  火  災

推　定　損　害　額（千　円）

建  物  焼  損  床  面  積（㎡）

林   野   焼   損   面   積（ａ）

空  地  等  焼  損  面  積（㎡）

罹   災    世    帯    数

罹      災      者      数

物件１件当りの推定損害額（千円）

物件1件当りの焼損床面積（㎡）

林野火災１件当りの焼損面積（ａ）

空地等１件当りの焼損面積（㎡）

火
 
災
 
種
 
別

焼  失  棟  数

死    傷    者
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建
物

林
野

車
両

そ
の
他

計
建
物

林
野

車
両

そ
の
他

計

5 0 0 4 9 345 0 34,593 0 0 0 34,593

23 165

火災概要状況
火災件数 損害額（千円）

内　訳

出火原因別火災発生状況
出  火  原  因 件数 火災種別

たばこ 2 建物・その他

火花・火の粉 2 建物・その他

放火疑い 1 建物

マッチ・ライター 1 その他

不明等 3 建物・その他

区
分

建
物
焼
損
床
面
積
（
㎡
）

林
野
焼
損
面
積
（
ａ
）

0

1

2

3

4

5

6

建物 林野 車両 その他

0
1
2
3
4

たばこ 火花・火の粉 放火疑い マッチ・ライター 不明等
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天
候

気
温
（
℃
）

風
速
（
ｍ
）　

湿
度
（
％
）

１１９番通報
（固定電話）

建物火災 0 0 3,649 晴 4.5 2.1 95.0

一般加入 建物火災 0 0 0 雨 4.2 1.5 81.2

事後聞知 その他 0 0 0 雪 1.8 2.4 89.1

１１９番通報
（携帯電話）

建物火災 0 0 0 曇 8.3 1.1 97.2

１１９番通報
（携帯電話）

その他 0 0 0 曇 20.0 7.8 59.0

１１９番通報
（固定電話）

建物火災 211 27,954 曇 16.7 0.7 76.2

１１９番通報
（携帯電話）

建物火災 134 2,990 曇 18.2 2.9 95.2

１１９番通報
（携帯電話）

その他 0 0 快晴 22.1 2.1 65.8

１１９番通報
（携帯電話）

その他 0 0 雲 25.5 6.4 84.0

345 0 34,593

火災発生状況

気象

1

2

3

4

5

6

7

8

9

合　計

覚
知
種
別

火
災
種
別

建
物
焼
損
床
面
積
（
㎡
）

林
野
焼
損
面
積
（
a
）

損
害
額
（
千
円
）

区
分

事
案

火災報知専用電話

携帯電話
56%

一般加入
11%

事後聞知
11%

火災報知専用電話

固定電話
22%

覚知別割合
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区分 月 合 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

9 1 3 2 1 1 1

5 1 2 1 1

4 1 1 1 1

全 焼 2 1 1

半 焼
部 分 焼 3 3

ぼ や 3 1 2

台

2 1 1

1 1

1 1

人 3 1 2

㎡ 345 211 134

a

34,593 3,649 27,954 2,990

小 計 34,593 3,649 27,954 2,990

建 物 26,267 23,363 2,904

収 容 物 8,326 3,649 4,591 86

月　別　火　災　状　況

総 件 数
建 物
林 野
車 両
船 舶 航 空
そ の 他

車 両
船 舶 航 空

計
全 損
半 損
小 損

罹 災 人 員

建物焼損床面積

林野焼損面積

合 計

林 野
車 両
船 舶 航 空
そ の 他

死 者
負 傷 者

火
災
件
数

件
数

焼
損
棟
数
等

建
物

棟

罹
災
世
帯

世
帯

建
物

人

損
害
見
積
額

千
円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0

1

2

3

件数

月

月別火災状況

建物

林野

車両

船舶　航空

その他
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時間
月合 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

9 1 3 2 1 1 1

1 1
1 1
1 1

1 1
1 1
2 1 1

1 1
1 1

曜日
月合 計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

9 1 3 2 1 1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
1 1
3 1 1 1

月別・曜日別・時間別　火災状況

火災件数
０～１
１～２
２～３
３～４
４～５
５～６
６～７
７～８
８～９
９～１０
１０～１１
１１～１２
１２～１３
１３～１４
１４～１５
１５～１６
１６～１７
１７～１８
１８～１９
１９～２０
２０～２１
２１～２２
２２～２３
２３～２４

火災件数
日
月
火
水
木
金
土

０～１ ３～４ ６～７ ９～１０ １２～１３ １５～１６ １８～１９ ２１～２２

0

1

2

件数

時間

日 月 火 水 木 金 土

0

1

2

3

件数

曜日
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救急・救助関係



令和６年救急・救助概要

１．救 急

①出場件数及び搬送人員の概要

出場件数は２，３４０件で、前年（２，１８８件）に比べ１５２件増加しました。

また、搬送人員は ２，２３７人で、前年（２，０７４人）に比べ１６３人増加

しました。

このことから、令和６年は、１日平均６．４件（前年６．０件）の割合で救急隊

が出場し、同じく１日平均 ６．１人（前年５．７人）の割合で救急隊により傷病

者が搬送されたことになります。

②事故種別の概要

事故種別の状況は、急病１，５６３件（前年比９８件増）で、全体の６６．８％、

交通事故８６件（前年比１０件減）で、全体の３．７％、一般負傷３９４件（前年

比５２件増）で、全体の１６．８％となっています。

また、搬送人員では、急病１，４９０人（前年比９５人増）で全体の６６．６％、

交通事故７８人（前年比１１人減）で全体の３．５％、一般負傷３７９人（前年

比５２人増）で全体の１６．９％となっています。

２．救 助

出場件数及び事故の概要

令和６年の救助出動件数は１８件で、前年（１８件）に比べ増減なしでした。

また、活動件数は９件であり、前年（９件）に比べ増減なしでした。

救助人員は９人で内訳は交通事故３人、水難事故２人、建物による事故３人、その

他１人（搬送支援１人）となっています。
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年　別

2,340 2,188 152

0 1 △ 1

1 0 1

2 2 0

86 96 △ 10

31 47 △ 16

12 8 4

394 342 52

4 3 1

9 17 △ 8

1,563 1,465 98

転　 　　院 236 191 45

医 師 搬 送 0 0 0

資 材 搬 送 0 0 0

そ   の   他 2 16 △ 14

2,230 2,069 161

2,237 2,074 163

110 119 △ 9

195 182 13

186 173 13

6.4 6 0.4

6.1 5.7 0.4

8 10 △ 2

令和６年救急概要及び前年比較

区分

救　急　出　場　件　数

火　     　災

自  然  災  害

水　　    　難

交  通  事 故

労  働  災  害

運  動  競  技

一  般  負  傷

加　      　害

自  損  行  為

急　　  　　病

搬    送    件    数

搬    送    人    員

不  搬  送  件  数

１か月平均出場件数

１か月平均搬送人員

１ 日 平 均 出 場 件 数

１ 日 平 均 搬 送 人 員

１隊による１日最多出場件数

令和６年 令和５年 前年比増減

そ
の
他

事
故
種
別
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事故種別

月別 区分
出場件数 295 1 1 14 2 52 1 1 184 38 1

搬送人員 282 1 13 2 50 1 177 38

出場件数 190 6 4 27 137 16

搬送人員 181 4 4 26 131 16

出場件数 197 5 1 32 1 1 131 25 1

搬送人員 188 5 1 31 1 125 25

出場件数 169 6 2 31 1 115 14

搬送人員 165 6 2 30 1 112 14

出場件数 153 5 1 24 1 105 17

搬送人員 148 4 1 24 1 101 17

出場件数 179 1 10 3 3 30 120 12

搬送人員 169 1 8 3 2 30 113 12

出場件数 219 9 1 1 41 1 147 19

搬送人員 209 8 1 1 39 1 140 19

出場件数 207 7 1 2 36 1 136 24

搬送人員 203 7 1 2 36 1 132 24

出場件数 166 2 3 2 22 1 117 19

搬送人員 160 2 3 2 22 1 111 19

出場件数 187 4 4 2 36 1 123 17

搬送人員 172 4 4 2 32 113 17

出場件数 189 7 4 1 31 1 1 126 18

搬送人員 184 7 4 1 29 1 1 123 18

出場件数 189 11 6 32 1 122 17

搬送人員 176 10 6 30 1 112 17

2,340 1 2 86 31 12 394 4 9 1,563 236 2

2,237 1 1 78 31 11 379 4 6 1,490 236

月別救急出場件数及び搬送人員

その他

総出場件数

総搬送人員

合
 
 
計

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
機
材
搬
送

そ

の

他

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 １１月

0

50

100

150

200

250

300

件数

出場件数

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 １１月

0

50

100

150

200

250

300

人数

搬送人員
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曜日／種別 種　別 急    病 交    通 一     般 そ の 他 合    計

曜 日 別 出 場 件 数 及 び 搬 送 人 員　

日
出場件数 216 12 54 24 306

搬送人員 210 12 52 22 296

月
出場件数 265 8 52 49 374

搬送人員 252 7 52 49 360

火
出場件数 222 10 65 49 346

搬送人員 211 9 64 49 333

水
出場件数 201 13 53 42 309

搬送人員 190 11 49 41 291

木
出場件数 206 16 53 49 324

搬送人員 195 16 52 48 311

金
出場件数 230 13 59 56 358

搬送人員 223 10 57 54 344

土
出場件数 223 14 58 28 323

搬送人員 209 13 53 27 302

計
出場件数 1,563 86 394 297 2,340

搬送人員 1,490 78 379 290 2,237

0

50

100

150

200

250

300

日 月 火 水 木 金 土

出場件数

0

50

100

150

200

250

300

日 月 火 水 木 金 土

搬送人員

39



時間

種別 火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ

の

他

合
 
 
計

  ０～２ 14 1 70 85

  ２～４ 12 1 55 2 70

  ４～６ 1 1 11 68 81

  ６～８ 6 1 42 2 124 2 177

  ８～１０ 1 11 4 1 70 1 199 33 320

１０～１２ 1 13 8 2 53 1 176 54 308

１２～１４ 13 3 4 36 178 62 296

１４～１６ 7 9 2 34 153 32 237

１６～１８ 21 3 2 43 2 155 29 255

１８～２０ 1 7 2 1 33 2 1 173 10 230

２０～２２ 4 28 114 13 159

２２～２４ 3 18 2 98 1 122

1 2 86 31 12 394 4 9 1,563 238 2,340 

急      病 1,490

交通事故 78

一般負傷 379

そ の 他 290

合      計 2,237

時間別出場件数

合        計

収容所要時間別搬送人員

救急出場から医療機関等に収容するに要した時間別搬送人員

１０分未満 １０～１９ ２０～２９ ３０～５９ ６０～１１９ １２０分以上

1 16 322 1087 61 3

1 10 60 7

4 103 253 19

5 84 167 23 11

1 26 519 1,567 110 14

事故種別 搬送人員

時
間
別
内
訳

10分未満

１０～１９

２０～２９

３０～５９

６０～１１９

１２０分以上

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600
搬送人員

急病

交通事故

一般負傷

その他時

間
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事故種別

区分

0 1 1 78 31 11 379 4 6 1,490 236 2,237

管内管外別搬送人員

管内に住所を
有する者

管外に住所を
有する者
その他

(住所不定）

合計

発  生  場  所  別  搬  送  人  員
発生場所別

事故種別

急     病 1,079 349 36 22 4 1,490
交通事故 1 3 73 1 78
一般負傷 264 80 3 28 4 379
そ の 他 10 254 21 3 2 290
合     計 1,354 686 60 126 11 2,237

火災 自然 水難 交通 労災 運動 一般 加害 自損 急病 その他 計

1 58 20 3 341 4 6 1,335 164 1,932

1 20 11 8 38 154 72 304

1 1

住宅
公衆出入
場　所

仕事場 道路 その他 計

管内

居住者 

1,932

管外

居住者 

304

その他 

1 

管内管外別搬送人員

管内居住

者

管外居住

者

その他

住宅

1,354

公衆

686

仕事場

60

道路

126

その他

11

発生場所別搬送人員

住宅

公衆

仕事場

道路

その他

41



区分 傷病程度
死   亡
重   症
中等症
軽   症 1 2 3
その他
計 1 2 3

死   亡 1 1 2
重   症 2 2
中等症 3 16 19
軽   症 2 26 67 1 96
その他
計 2 30 86 1 119

死   亡
重   症 1 1 2
中等症 3 5 11 1 20
軽   症 9 4 11 37 61
その他
計 12 4 16 49 2 83

死   亡 1 2 2 5 10
重   症 1 2 6 16 8 33
中等症 4 9 13 1 102 38 167
軽   症 29 11 6 29 3 2 214 1 295
その他
計 1 34 24 6 48 3 5 337 47 505

死   亡 4 1 40 45
重   症 1 4 1 61 96 33 196
中等症 9 2 102 530 145 788
軽   症 17 4 1 117 1 350 8 498
その他
計 1 30 7 1 284 1 1 1,016 186 1,527

死   亡 1 2 5 3 46 57
重   症 1 5 3 67 115 42 233
中等症 16 11 123 1 659 184 994
軽   症 57 15 11 184 4 2 670 10 953
その他
計 1 1 78 31 11 379 4 6 1,490 236 2,237

年齢区分別、傷病程度別搬送人員

年齢

種別
火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ
の
他

計

新
生
児

乳
幼
児

少
年

成
人

高
齢
者

合
計

高齢者

成人

少年

乳幼児

新生児

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

死亡

重症

中等症

軽症

その他
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令和６年救助活動状況及び前年比較 △…減少

月 別

事故種別

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

令和

6年

令和

5年
増 減

出動件数 3 2 1 1 2 1 1 2 4 1 18 18

活動件数 1 1 1 1 1 1 2 1 9 9

救助人員 1 1 1 1 1 1 2 1 9 10 △1

火災

(建物)

出動件数

活動件数

救助人員

火災

(その他)

出動件数

活動件数

救助人員

交通事故

出動件数 1 1 1 1 3 7 7

活動件数 1 2 3 4 △1

救助人員 1 2 3 5 △2

水難事故

出動件数 1 1 2 1 1

活動件数 1 1 2 2

救助人員 1 1 2 2

風水害等

自然災害

出動件数

活動件数

救助人員

機械等に

よる事故

出動件数

活動件数

救助人員

建物等に

よる事故

出動件数 2 1 1 1 1 1 1 8 5 3

活動件数 1 1 1 3 2 1

救助人員 1 1 1 3 2 1

ガス及び

酸欠事故

出動件数

活動件数

救助人員

破裂事故

出動件数

活動件数

救助人員

その他

の事故

出動件数 1 1 5 △4

活動件数 1 1 3 △2

救助人員 1 1 3 △2
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令和６年救助事故事案内訳及び前年比較

令和６年

令和５年

事 故 種 別 事 故 内 容 出動件数 活動件数 救助人員

水 難 事 故 外水面 2 2 2

交 通 事 故
車内閉じ込め 7 3 3

挟まれ

建物による事故 物理的閉じ込め 8 3 3

そ の 他

インロック

搬送支援 1 1 1

閉じ込め

合 計 18 9 9

事 故 種 別 事 故 内 容 出動件数 活動件数 救助人員

水 難 事 故 用水溺者 1

交 通 事 故
車内閉じ込め 6 3 4

挟まれ 1 1 1

建物による事故 物理的閉じ込め 5 2 2

そ の 他

インロック 1

搬送支援 2 2 2

閉じ込め 2 1 1

合 計 18 9 10
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機 械 関 係



消 防 車 両 の 配 備 状 況

（令和７年４月１日現在）

所

属
車 両 名 メーカー 車 両 種 別 型 式 登録年月日

ポ ン プ
備 考

ﾒｰｶｰ 級別

消

防

本

部

・

寺

井

消

防

署

能美水槽１ 日 野
水槽付ポンプ車

Ⅱ 型

SDG-GX7JGAA

改
H24.3.6

日 本

機 械
Ａ－２

能美水槽２ 日 野
水槽付ポンプ車

Ⅱ 型
2KG-GX2ABA H30.3.15

日 本

機 械
Ａ－２ 緊援隊登録

能美化学１ 日 野
化学消防車

Ⅱ 型
PK-FE8JJFA改 H16.12.9

日 本

機 械
Ａ－２

能美指揮１ トヨタ 指揮車 CBF-TRI1226K H29.3.23

能美救急１ トヨタ 高規格救急車 3BF-TRH226S R6.3.13 緊援隊登録

能美救急４ トヨタ 高規格救急車 3BF-TRH226S R4.3.30 緊援隊登録

能美救助１ 日 野
救助工作車

Ⅱ 型

SDG-GX7JGAA

改
H25.12.18

能美梯子1 日 野
梯子付消防ポン

プ自動車（屈折）
2PG-FHJAGA改 R3.3.11

日 本

機 械
Ａ－２ 緊援隊登録

能美水災1 いすゞ
津波・大規模

風水害対策車
2PG-FTS90S2 R3.3.26 緊援隊登録

能美広報１ トヨタ 防災指導車 CBA-TRH219W H19.12.14

能美機材１ 日 野 資機材搬送車 2KG-XZU695M R5.3.20 緊援隊登録

事務連絡車
ダイハツ

ムーブ
事務連絡車 DBA-LA150S R元.5.23

事務連絡車
トヨタ

プロボックス
事務連絡車 DBE-NCP160V H30.6.8

根

上

分

署

能 美１ 日 野 ＣＤ－Ⅰ型 2KG-XZU685M R2.3.9
日 本

機 械
Ａ－２ 緊援隊登録

能美救急２ トヨタ 高規格救急車 CBF-TRH226S H26.11.26

能美指令２
トヨタ

ｶﾙﾃﾞｨﾅ
広報車 E-ST215G H10.9.9

能美支援１ 日 野 支援車Ⅲ型 SDG-GX7JGAA H27.2.18 緊援隊登録

辰

口

分

署

能 美２ 日 野 ＣＤ－Ⅰ型 TKG-XZU685M H30.11.28
長 野

ﾎﾟﾝﾌﾟ
Ａ－２ 緊援隊登録

能美救急３
トヨタ

ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ
高規格救急車 CBF-TRH226S R2.3.6

事務連絡車
スズキ

ワゴンR
事務連絡車 5AA-MH95S R4.6.16
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分類 総数 本部 寺井 根上 辰口

2 2

6 4 1 1

9 6 2 1

3 3

19 19

2 2

7 7

1 1

1 1

2 2

1 1

1 1

17 13 1 3

11 3 5 3

9 7 1 1

4 4

1 1

1 1

1 1

7 4 3

12 7 5

26 20 3 3

73 61 6 6

10 10

1 1

10 10

2 2

2 2

2 2

25 19 3 3

40 20 20

4 2 2

96 44 52

2 2

6 6

57 45 4 8

29 29

13 12 1

2 2

2 2

1 1

1 1

1 1

4 4

2 2

2 2

13 2 6 2 3

18 3 11 2 2

1 1

18 15 2 1

22 3 15 2 2

1 1

10 1 7 1 1

資機材一覧
救助用資機材

品名

かぎ付はしご

三連はしご

救助用ばく帯

滑車（救助ロープ用）

滑車（都市型用）

可搬ウインチ

エアジャッキ

大型油圧スプレッダー

エンジンカッター

チェーンソー

空気鋸

大型油圧切断機

万能斧

掛矢

ハンマー

削岩機

ハンマドリル

マルチガスモニター

熱画像カメラ

サーベイメーター

個人線量計

空気呼吸器

空気呼吸器用ボンベ

防塵マスク

送排風機

耐電手袋

耐電衣

耐電ズボン

耐電長靴

携帯警報機

防毒マスク

化学防護服（陽圧式）

化学防護服（陽圧式を除く）

耐熱服

潜水用器具

救命胴衣

救命胴衣（PFD）

救命浮環

浮標

救命ボート

高機能救命ボート

救命ボート（ラフティング）

水陸両用車（バギー）

船外機

水中無線機

ダイブコンピューター

バスケット担架

ＳＫＥＤ担架

携帯拡声器

携帯無線機（デジタル）

可搬無線機（デジタル）

携帯無線機（アナログ）

トランシーバー

ドローン（マトリス３００ＲＴＫ）画像伝送一式

発電機

一般救助用器具

重量物排除用器具

切断用器具

破壊用器具

検知・測定用

呼吸保護用器具

担架

隊員保護用器具

水難救助用器具

その他
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分類 総数 本部 寺井 根上 辰口

2 1 1

2 1 1

フォグガン 2 1 1

プロジェットガン 1 1

無反動ノズル 3 1 1 1

クアドラフォグノズル 10 6 2 2

高発砲ノズル 7 4 1 2

ﾗｲﾝﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅｰ 4 2 1 1

背負い式ポンプ ジェットシューター 17 10 2 5

1 1

４０ｍｍ 122 81 20 21

６５ｍｍ 239 160 39 40

6 6

50 50

42 38 2 2

油処理剤 14 14

　

資機材一覧
警防用資機材

品名

小型動力ポンプ

ホースカ―

簡易水槽

タンパク（２０Ⅼ）

合成界面活性剤（２０Ⅼ）

水成膜（２０Ⅼ）

シークルＮ－８００（１８Ｌ）

管そう・ノズル

泡消火器具

ホース

泡消火薬剤

放水器具
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分類 総数 本部 寺井 根上 辰口

12 7 3 2

4 3 1

9 5 2 2

14 6 4 4

9 5 2 2

3 2 1

4 2 1 1

3 1 1 1

3 1 1 1

8 4 2 2

4 2 1 1

6 2 2 2

11 5 3 3

16 6 6 4

10 5 2 3

6 3 1 2

14 6 4 4

2 1 1

7 2 3 2

3 1 1 1

メインストレッチャー 4 2 1 1

スクープストレッチャー 4 2 1 1

布担架 20 8 8 4

エアーストレッチャー 2 1 1

固定担架 バックボード 6 4 1 1

5 1 3 1

2 2

2 1 1

通信 8 4 2 2

5 2 2 1

5 2 1 2

3 1 1 1

資機材一覧
救急用資機材

品名

体温計

検眼ライト

血圧計

聴診器

血中酸素飽和度測定器（携帯型）

患者監視装置

人工呼吸器

自動式胸骨圧迫システム

心肺蘇生用背板

携帯型酸素吸入器

吸引器（自動式）

吸引器（手動式）

喉頭鏡

マギール鉗子

ＡＥＤ

気道確保用資機材一式

バックバルブマスク

開口器

止血帯

陰圧式固定具

雨おおい

オゾン滅菌機

オゾン水発生器

携帯電話

膿盆

受水盆

リングカッター

観察用

創傷等保護用

保温・搬送用

担架

消毒用

その他

呼吸・循環管理用
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分類 総数 本部 寺井 根上 辰口

9 6 2 1

3 1 2

15 12 1 1 1

5 4 1

4 2 1 1

2 2

11 11

1 1

資機材一覧
訓練資機材

品名

安全マット

訓練人形（警防）

救急訓練人形（成人）

    〃      （小児）

     〃      （ベビー）

高度シミュレーター

ＡＥＤトレーナー

分娩介助モデル

訓練用具
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通 信 関 係



・有線電話（電話番号）
本部／指令 寺井消防署 根上分署 辰口分署

4 1 1 1

1 1 1 1

1

6 2 2 2

・無線電話装置

局 の 種 類 機 種 備 考

しょうぼう 基地局 NEC 10 Ｗ
たくじょう１ 移動局 〃 5 Ｗ 卓上型
しき１ 〃 〃 10 Ｗ 車載型

のみ かはん１ 〃 〃 5 Ｗ 可搬型
101 〃 〃 2 Ｗ 携帯型
102 〃 〃 2 Ｗ 〃

ねあがり 104 〃 〃 2 Ｗ 〃
たくじょう１ 移動局 NEC 5 Ｗ 卓上型
すいそう１ 〃 〃 10 Ｗ 車載型
すいそう２ 〃 〃 10 Ｗ 〃
かがく１ 〃 〃 10 Ｗ 〃
きゅうじょ１ 〃 〃 10 Ｗ 〃
きゅうきゅう１ 〃 〃 10 Ｗ 〃

のみ きゅうきゅう４ 〃 〃 10 Ｗ 〃
きざい１ 〃 〃 10 Ｗ 〃
すいさい１ 〃 〃 5 Ｗ 〃
はしご１ 〃 〃 10 Ｗ 〃
1 〃 〃 10 Ｗ 〃
101 〃 〃 2 Ｗ 携帯型
102 〃 〃 2 Ｗ 〃
103 〃 〃 2 Ｗ 〃
104 〃 〃 2 Ｗ 〃
105 〃 〃 2 Ｗ 〃
106 〃 〃 2 Ｗ 〃
107 〃 〃 2 Ｗ 〃
108 〃 〃 2 Ｗ 〃

のみ 103 〃 〃 2 Ｗ 〃
104 〃 〃 2 Ｗ 〃
103 〃 〃 2 Ｗ 〃
たくじょう１ 移動局 NEC 5 Ｗ 卓上型
１ 〃 〃 10 Ｗ 車載型
きゅうきゅう２ 〃 〃 10 Ｗ 〃
しれい２ 〃 〃 10 Ｗ 〃
しえん１ 〃 〃 10 Ｗ 〃

ねあがり 1 〃 〃 10 Ｗ 〃
101 〃 〃 2 Ｗ 携帯型
102 〃 〃 2 Ｗ 〃
たくじょう１ 移動局 NEC 5 Ｗ 卓上型
2 〃 〃 10 Ｗ 車載型
きゅうきゅう３ 〃 〃 10 Ｗ 〃
せきさい１ 〃 〃 10 Ｗ 〃

たつのくち 1 〃 〃 10 Ｗ 〃
101 〃 〃 2 Ｗ 携帯型
102 〃 〃 2 Ｗ 〃

通　信　施　設　状　況
R7.4.1

種類 合計 備考

一般加入 7

ファックス 4

衛星通信 1

合計 12

統制波１
統制波２
統制波３
主運用波
救急波
消防波

配 置 呼 出 名 称 出 力

のみ
のみ
のみ

のみ

てらい
のみ
のみ
のみ
のみ
のみ

のみ
のみ
のみ
てらい
てらい

ねあがり

ねあがり
のみ
のみ
のみ
のみ

ねあがり

たつのくち
のみ
のみ
のみ

たつのくち

通信方式 複信波 電波の型式 5K80 G1D G1E 周波数

消

防

本

部

寺

井

消

防

署

根

上

分

署

辰

口

分

署
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月別
着信別

119

ＩＰ 1 1 2

携帯 1 1 1 1 1 1 6

119 1 1

ＩＰ 1 1

携帯 1 1 2

119 12 15 15 7 12 8 20 17 12 17 18 15 168

ＩＰ 56 46 49 36 29 39 59 45 51 54 42 42 548

携帯 143 104 109 104 93 104 124 114 84 95 104 114 1,292

119 1 1

ＩＰ 2 1 3

携帯 2 1 2 2 3 2 2 1 15

119 7 10 18 13 7 15 4 14 12 23 5 11 139

ＩＰ 2 1 3

携帯 2 3 1 3 2 4 3 15 3 36

119 1 2 5 3 1 1 2 15

ＩＰ 2 1 1 2 1 3 2 1 1 14

携帯 11 6 4 8 6 3 6 10 9 6 9 8 86

119 1 1 3 1 6

ＩＰ

携帯

119 3 1 2 2 1 9

ＩＰ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 10

携帯 5 2 4 2 3 4 7 5 5 6 3 8 54

119 3 7 4 4 7 5 3 3 8 8 3 55

ＩＰ 4 6 3 7 16 2 2 5 13 19 8 85

携帯 1 5 2 7 6 17 10 5 4 45 18 7 127

119 5 4 1 3 2 2 2 1 3 2 2 27

ＩＰ 2 1 8 2 1 3 2 19

携帯 12 5 14 8 18 21 6 19 4 9 71 14 201

119 28 30 46 29 31 35 35 38 29 53 34 33 421

ＩＰ 61 53 59 49 37 57 68 51 63 72 63 52 685

携帯 176 123 137 131 130 152 157 160 113 163 222 155 1,819

265 206 242 209 198 244 260 249 205 288 319 240 2,925

１１９番受付状況（月別）

（R6.1.1～R6.12.31）

合計

件数 割合
合計 2,925 100.00%
119 421 14.39%
ＩＰ 685 23.42%
携帯 1,819 62.19%

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 小計 合計

火災 8

救助 4

救急 2,008

他災害 19

試験 178

まちがい 115

いたずら 6

問合せ 73

通報訓練 267

その他 247

小計 2,925
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消 防 団 関 係



消　　防　　団　　組　　織　　図

能美市消防団

副団長　２名

根上分団 寺井分団 辰口分団 女性分団 機能別分団

分 団  長  １名 分 団  長  １名 分 団  長  １名 分 団  長  １名
副分団長　 １名 副分団長　 １名 副分団長　 １名 副分団長　 １名
部　　　長　 ４名 部　　　長　 ４名 部　　　長　 ４名 部　　　長　 ２名

総　数　　２３　名 総　数　　２５　名 総　数　　１８　名 総　数　　１７　名
（ 定　数　　３０　名 ） （ 定　数　　３０　名 ） （ 定　数　　３０　名 ） （ 定　数　　１８　名 ）

装備 装備 装備 装備

消　　防　　団　　員　　の　　勤　　続　　年　　数
(R7.4.1 現在)

年　　数 5年 5年以上 10年以上 15年以上 20年以上 25年以上 30年

団　　別 未満 10年未満 15年未満 20年未満 25年未満 30年未満 以上

団　　本　　部 3 3

根　　上　　分　　団 23 7 8 4 2 1 1

寺　　井　　分　　団 25 7 2 2 4 7 1 2

辰　　口　　分　　団 18 5 7 2 1 1 2

女　　性　　分 　団 17 17

機　能　別　分　団 20 5 15

合　　計 106 41 32 8 7 8 4 6

消　　防　　団　　員　　の　　年　　齢
(R7.4.1 現在)

年　　齢 20歳 20歳以上 25歳以上 30歳以上 35歳以上 40歳以上 45歳以上 50歳以上 55歳

団　　別 未満 25歳未満 30歳未満 35歳未満 40歳未満 45歳未満 50歳未満 55歳未満 以上

団　　本　　部 3 3

根　　上　　分　　団 23 1 8 3 4 4 1 2

寺　　井　　分　　団 25 1 4 1 4 5 7 3

辰　　口　　分　　団 18 7 1 2 4 3 1

女　　性　　分　　団 17 1 2 3 5 6

機　能　別　分　団 20 1 3 8 8

合　　　計 106 2 12 9 10 10 21 25 17

団長　１名

消防ポンプ車　　　　　　
（日野CD－Ｉ・Ａ2級）
令和3年3月配備

消防ポンプ車　　　
（日野CD－Ｉ・Ａ2級）  　
 平成27年8月配備

消防ポンプ車　　　　　　
（日野CD－Ｉ・Ａ2級）    

令和4年3月配備

防災学習車
（ハイエース）

令和2年10月配備

計

計

総　数　　２０　名　　　　　　　　　　　　
（ 定　数　２１　名 ）
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消 防 団 の 沿 革

年 月 日 沿 革

明治 32

〃 40. 8. 5

〃 44. 5. 8

大正 2

〃 3

〃 9. 4. 3

〃 12. 7.26

昭和 3. 2. 1

〃 4. 4. 3

〃 8. 6

〃 14. 4. 1

〃 14. 4

〃 16. 6

〃 17. 9

〃 18. 3

〃 22. 9. 1

〃 22. 9. 9

〃 23

〃 26. 9.10

〃 26.10.20

〃 27. 7.16

〃 29. 4.27

〃 29. 8. 9

〃 31. 7. 1

〃 31. 9.30

〃 31. 9.30

福島消防組発足 腕力ポンプ１台購入（根上）

山上村組消防発足 腕力ポンプ１台購入（辰口）

根上消防組発足（根上）

根上消防組に福島消防組吸収（根上）

福島消防組手挽ガソリンポンプを根上消防組に貸与（根上）

根上消防組に改組 旧福江村５区で設ける。（根上）

根上第１消防組に改組 根上第２消防組新設。

私設消防組発足 浜開発・下ノ江・高坂の３区（根上）

根上消防組と改組し３部制とする（１部：旧根上消防組、２部：旧根上第

２消防組、旧私設消防組）（根上）

手挽ガソリンポンプを購入 ２部・３部に配備（根上）

根上警防団に改称 ３分団編成とし団員は８９名（根上）

山上村警防団に改組

部制をしき２部編成とし手挽ガソリンポンプ４台装備（辰口）

第１分団に自動車ポンプを購入（根上）

第３分団に自動車ポンプを購入（根上）

第２分団に自動車ポンプを購入（根上）

山上村消防団に改組 分団制をしき２分団編成、手挽ガソリンポンプ

２台自動車ポンプ（大型）１台整備（辰口）

寺井野町警防団を改組し、寺井野町消防団を組織する（寺井）

根上町消防団に改称 団員６０名（根上）

消防ポンプ自動車（ニッサン 長野製）購入（寺井）

消防ポンプ自動車（ニッサン 長野製）購入（寺井）

根上町消防団に常備部設置（根上）

トヨタ式ジープ１台購入（根上）

少数精鋭主義をとり従来の団員６０名を３０名にする（根上）

分団制を廃止、部制を設け定員３９名とし各部定員を１２名とする（寺井）

辰口町消防団に改組

町村合併により、山上村、国府村、久常村の１部をもって辰口町が

誕生し、団員定数６２名とする。久常地区に第１分団、国府地区に

第２分団、山上地区に第３、４分団を置く。自動車ポンプ１台づつ

計４台装備（辰口）

管轄区域拡大及び中型ポンプを配備する

旧吉田村の１部が管轄区に編入（根上）
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年 月 日 沿 革

昭和 31.10. 1

〃 32.12.22

〃 33. 4

〃 35. 1. 5

〃 37. 5. 1

〃 37. 5. 1

〃 38. 1. 8

〃 38.12.23

〃 39. 4

〃 40. 7. 1

〃 41.11.30

〃 42. 4. 1

〃 42. 4. 7

〃 42.10.11

〃 42.12.17

〃 42.12.17

〃 42.12.17

〃 43.10.30

〃 44. 4. 1

〃 44.11.14

〃 45. 1.12

〃 45. 2

〃 45. 3. 2

〃 45. 7. 1

〃 45. 7.24

町村合併により旧寺井野町、旧粟生村、旧久常村の１部、旧吉田村の１部

をもって第６部制を設ける。第１寺井地区、第２牛島地区、第３佐野地区

第４旧久常地区、第５粟生地区、第６旧吉田地区（寺井）

消防ポンプ自動車（ニッサンジープ型 長野製）購入（寺井）

部制を廃止し、分団制を設ける。第１分団・寺井地区、第２分団・牛島地

区、第３分団・佐野地区、第４分団・粟生地区（寺井）

小型動力ポンプ１５馬力１台購入（根上）

消防団常備部を設置 従来の４分団を廃止、役場敷地内に消防庁舎及び

車庫を建設する。団員定数４０名（常備団員４名）自動車ポンプを２台

を装備する（辰口）

自衛消防団の設置 小型動力ポンプ１４台を装備し

消防団本部より遠距離の地区に設置（辰口）

消防ポンプ自動車（トヨタＦＣ８０型、日造製）購入（寺井）

トヨタジープ型消防ポンプ自動車（Ａ２級）を購入（辰口）

自衛消防団の設置（１１区・２企業）小型動力ポンプを装備（根上）

分団制を廃止し消防団常備部を設置、４名を置く。正団員２６名、

準団員２８名を団員とし、役場職員を１０名補助団員とする。

役員は団長１名、副団長１名、部長３名とする。（寺井）

泡消火剤を装備した消防ポンプ自動車（Ａ２級）購入（根上）

常備部団員１名増員 ５名とする（寺井）

準団員制を廃止する（寺井）

救急車（トヨタクラウン）の配備（能美ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞより寄贈）（根上）

消防無線の購入、消防活動の充実と郡内４町の応援出動の強化を図るため

に郡内共通無線を購入し常備部に基地局、消防車に移動局を設置（寺井）

消防無線の購入、消防活動の充実と郡内４町の応援出動の強化を図るため

に郡内共通無線を購入し常備部に基地局、消防車に移動局を設置（根上）

消防無線の購入、消防活動の充実と郡内４町の応援出動の強化を図るため

に郡内共通無線を購入し常備部に基地局、消防車に移動局を設置（辰口）

消防車庫の建設、消防車３台入可能（寺井）

自衛消防団の充実により町内１３地区が小型動力ポンプを装備し、企業に

よる自衛消防組織が消滅する（根上）

消防ポンプ自動車（トヨタＦＪ－５５型 日機製）購入（寺井）

泡消火剤を装備した消防ポンプ車（Ａ１級）の購入（辰口）

無線機（移動局）の購入（寺井）

消防ポンプ車（トヨタジープ型・Ａ２級 長野製）購入（根上）

常備部団員１名増員、計６名（寺井）

日本消防協会より救急車の寄贈を受ける（寺井）
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年 月 日 沿 革

昭和 45.10. 2

〃 45.12

〃 46. 4

〃 46.12. 5

〃 46.12.26

〃 49. 1.31

〃 49. 7

〃 50. 4

〃 50. 4

〃 50. 6

〃 50.11. 7

〃 50.11.18

〃 51. 1

〃 51.11

〃 51.12.23

〃 52. 4

〃 52.11.28

〃 52.12.14

〃 54. 4. 1

〃 54. 6. 1

〃 54.11.21

〃 54.12.13

〃 55. 4. 1

〃 55. 4. 1

〃 55. 6

〃 56. 4. 1

〃 56. 9.25

〃 57. 3. 3

〃 57. 7

〃 57. 9

〃 57.11.27

〃 57.11.30

〃 58. 4. 5

役場補助団員２０名を非常勤団員とする（団員定数５１名）（寺井）

消防団常備部の充実（計７名）（根上）

消防団常備部の充実（計５名）（辰口）

消防無線機（移動・携帯）購入（寺井）

消防庁舎の増改築工事完成（根上）

消防無線機（移動）購入（寺井）

総工費１，８００万円で役場敷地内に鉄筋モルタル２階建延面積２１６㎡

の消防庁舎を建設（根上）

消防団常備部の充実（計７名）（寺井）

消防団員緊急電話連絡網の設置（根上）

消防団常備部の充実（計８名）（根上）

共済農協連より救急車の寄贈従来のﾗｲｵﾝｽﾞ号を救急２号とする（根上）

防衛施設庁補助により水槽付消防ポンプ（三菱６５４カイ水１,６００㍑
日機製）・無線（移動）を購入（寺井）

消防団常備部の充実（計９名）（根上）

消防団員緊急電話連絡網の設置（辰口）

救急車の購入更新（寺井）

消防団常備部の充実（計１０名）（根上）

防衛施設庁補助により水槽付ポンプ車２，０００㍑購入（根上）

無線機（携帯）購入（寺井）

自警消防団を自衛消防団に改称（根上）

団員定数を３５名に増員する（根上）

３７年購入のジープ車を廃車し、防衛庁補助により購入費１，３６２万円

で水槽付ポンプ車２，０００㍑を購入（辰口）

無線機（携帯）購入（寺井）

消防団常備部の充実（計６名）（辰口）

常備部の定員を１１名とする（根上）

指令車及び広報車の装備救急２号車を廃車し広報車として利用する（根

上）

消防団常備部の充実（計９名）（寺井）

消防ポンプ車（ﾆｯｻﾝＢＤ－Ⅰ型、日機製）無線機（移動）購入（寺井）

団員定数を５３名に改正（寺井）

日本消防協会より広報車（三菱シグマ）の寄贈を受ける（根上）

防衛施設庁補助により、消防ポンプ車（いすゞエルフ）購入（根上）

無線基地局の更新（寺井）

県より無線機（県内共通波）の貸与（寺井）

消防団常備部の充実（計１０名）（寺井）
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年 月 日 沿 革

昭和 58. 8. 5

〃 58. 9.26

〃 58.12.27

〃 60. 5

〃 61. 2

〃 61. 7. 1

〃 61. 8

〃 62. 1.24

〃 62. 4

平成 元. 3

〃 元. 4

〃 2. 4

〃 9.12

〃 14.12

消防用車両として、小型動力ポンプ積載車を日本防火協会より寄贈（辰口）

無線機（携帯）購入（寺井）

団員定数５４名に改正する 内常備部団員１０名とする（寺井）

広報車（トヨタコロナ）購入（寺井）

県費補助により（ニッサンキャラバン）を購入（根上）

消防庁舎 事務室・仮眠室改装（辰口）

日本防火協会より２Ｂ型救急車の寄贈を受ける（寺井）

防衛施設庁補助により消防ポンプ車の購入 購入費１，１３４万円（辰口）

防災行政無線によって団員への通報が容易になる（寺井）

防衛施設庁補助により、消防ポンプ車(BD-1)購入（根上）

防災センター竣工（根上）

能美郡広域消防の発足に伴い、３町の消防団常備部が廃止

消防ポンプ車（いすゞＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（寺井）

消防ポンプ車（いすゞＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（根上）

〃 16. 2

〃 17. 2. 1

〃 17. 2. 1

〃 21. 1.31

〃 21. 2. 1

〃 27. 3.31

〃 27. 4. 1

〃 27. 8.29

〃 28. 5. 1

〃

〃 28. 5.20

〃 29. 3.31

〃 29. 4. 1

〃 29.10.26

〃 30. 9.11

〃 31. 3.19

令和元.9.20

10. 1

消防ポンプ車（いすゞＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（辰口）

根上町、寺井町、辰口町の３町が合併し、能美市となる。それに伴い、旧

３町の消防団を分団（根上分団、寺井分団、辰口分団）とし、能美市消防

団が発足する（団員定数９３名）

初代能美市消防団長に、旧寺井消防団長 上田 清志氏が就任

能美市消防団長 上田 清志氏が消防団長を辞任

二代能美市消防団長に、辰口分団長 中 賢二氏が就任

能美市消防団長 中 賢二氏が消防団長を辞任

三代能美市消防団長に、能美市消防団 副団長 浅田 薫氏が就任

消防ポンプ車（日野 ＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（寺井）

能美市消防団寺井分団活動拠点施設竣工

根上防災センターが能美市消防団根上分団活動拠点施設に名称変更

全団消防ポンプ車に消防救急デジタル無線を配備

能美消防団連合会が解散

能美市消防団辰口分団活動拠点施設竣工（来丸町 1111 番地）

受令機（ＩＣ－Ｒ６０ＦＤ）６機購入

能美市消防団全団員に編上げ靴を配備

能美市消防団全団員に盛夏服を配備

能美市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

(平成１７年条例第１５９号)の一部を改正する。

団員定数１１４名に改正する 内機能別分団の定数を２１名とする

能美市消防団に機能別分団発足（実員１８名）
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年 月 日 沿 革

令和 2. 9.18

〃 2.10. 1

令和 3. 3.30

〃 3. 3.31

〃 3. 4. 1

〃 3. 6.28

〃 3. 7.20

〃 3.10.15

〃 3.11. 9

〃 4. 3.18

〃 4. 3.23

〃 7. 3.31

〃 7. 4. 1

能美市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

(平成１７年条例第１５９号)の一部を改正する。

能美市消防団女性分団（能美の女組）を発足（実員１６名）

女性分団の定数を１８名とする

消防ポンプ車（日野 ＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（根上）

能美市消防団長 浅田 薫氏が消防団長を辞任

四代能美市消防団長に、能美市消防団 副団長 舟木 城治氏が就任

団員定数１３２名に改正する

能美市消防団活動拠点施設の設置及び管理に関する条例

（平成２８年条例第６号）の一部を改正する。

能美市消防団寺井分団活動拠点施設を改修し、同施設に能美市消防団団本

部活動拠点施設及び能美市消防団女性分団活動拠点施設を設立

能美市消防団根上分団活動拠点施設を全面改修

能美市消防団辰口分団活動拠点施設の改修および増築

消防ポンプ車（日野 ＣＤ－Ⅰ型・Ａ２級）購入（辰口）

能美市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

(平成１７年条例第１５９号)の一部を改正する。

能美市消防団長 舟木 城治氏が消防団長を辞任

五代能美市消防団長に、能美市消防団 副団長 西出 淳氏が就任
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消 防 ク ラ ブ 関 係



     幼少年消防クラブは、正しい火の取扱に対する知識を幼少年期に養うことを

   目的に結成され、防火知識の習得に務めるとともに地域の火災予防思想の普及

   に貢献している。

     女性防火クラブは、家庭を守る主婦達が火災等の災害から家庭を守るという

   目的で結 成され、消火器による初期消火訓練や小型ポンプの取扱を通じて、

   防火意識の高揚を図り、安全な地域社会づくりをめざしている。

★ 消防クラブ（幼年・少年・女性）組織数

クラブ数 クラブ員数 クラブ数 クラブ員数 クラブ数 クラブ員数

寺井地区 5 129 2 30 0 0

根上地区 5 117 1 8 1 20

辰口地区 5 109 3 49 3 33

15 355 6 87 4 53

消　防　ク　ラ　ブ　の　現　況

★ 消防クラブ（幼年・少年・女性）の活動

R7. 4. 1現在

地区別

計

区 分 幼年消防クラブ 少年消防クラブ 女性防火クラブ

能
美
市
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火災･救急 統計



9 件 5 件 8 件 9 件 9 件

5 件 2 件 3 件 6 件 6 件

0 件 0 件 1 件 0 件 0 件

0 件 3 件 2 件 1 件 1 件

4 件 0 件 2 件 2 件 2 件

34,593 千円 3,535 千円 26,644 千円 15,721 千円 86,756 千円

345 ㎡ 0 ㎡ 190 ㎡ 92 ㎡ 171 ㎡

0 ａ 0 ａ 3 ａ 0 ａ 0 ａ

812 ａ 0 ａ 0 ａ 90 ａ 131 ａ

全　 焼 2 棟 0 棟 0 棟 0 棟 1 棟

半　 焼 0 棟 0 棟 0 棟 0 棟 0 棟

部 分 焼 3 棟 1 棟 3 棟 3 棟 4 棟

ぼ　  や 3 棟 1 棟 0 棟 4 棟 2 棟

死 　者 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人

負傷者 0 人 1 人 0 人 2 人 0 人

2 世帯 1 世帯 2 世帯 6 世帯 4 世帯

3 人 2 人 7 人 28 人 8 人

3,844 千円 707 千円 3,331 千円 1,747 千円 9,640 千円

69 ㎡ 0 ㎡ 95 ㎡ 92 ㎡ 86 ㎡

0 ａ 0 ａ 3 ａ 0 ａ 0 ａ

271 ㎡ 0 ａ 0 ａ 45 ａ 131 ａ

過　去　５　年　間　の　火　災　概　要　比　較

区 分 ＼ 年 別 令和６年 令和５年 令和４年 令和３年 令和２年

火 災 件 数

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

その他火災

推 定 損 害 額

建　物　焼　損　床　面　積

林 野 焼 失 面 積

空 地 等 焼 失 面 積

罹 災 世 帯 数

罹 災 者 数

物件１件当たりの推定損害額

物件１件当たりの焼損床面積

林野火災１件当たり焼失面積

空地等１件当たりの焼失面積

火
災
種
別

焼 失 棟 数

死 傷 者
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過去５年間の火災種別件数

過去５年間の推定損害額

0

1

2

3

4

5

6 6 6

3

2

5

0
0

1

0
0

1
1

2

3

0

2 2 2

0

4

件
　

　

数

令和2年
令和3年

令和4年
令和5年

令和6年

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

60,000 

70,000 

80,000 

90,000 

86,756 

15,721 
26,644 

3,535 

34,593 

推
定
損
害
額

（
千
円

）

令和2年
令和3年

令和4年
令和5年

令和6年
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　年　別

種　別

2,340 2,188 2,066 1,736 1,579

0 1 1 1 1

1 0 0 1 0

2 2 6 0 3

86 96 81 88 95

31 47 31 35 27

12 8 13 7 8

394 342 360 262 254

4 3 7 4 7

9 17 19 9 11

1,563 1,465 1,373 1126 988

236 191 168 197 177

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2 16 7 6 8

2,230 2,069 1,965 1,664 1,522

2,237 2,074 1,974 1,673 1,531

110 119 101 72 57

195 182 172 145 132

186 173 165 139 128

6.4 6.0 5.7 4.8 4.3

6.1 5.7 5.4 4.6 4.2

8 10 10 7 7

過　去　５　年　間　の　救　急　概　要

出 場 件 数

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

急 病

転 院

医 師 搬 送

資 材 搬 送

そ の 他

搬 送 件 数

搬 送 人 員

不 搬 送 件 数

１ ヶ 月 平 均 出 場 件 数

〃 搬 送 人 員

１ 日 平 均 出 場 件 数

〃 搬 送 人 員

１ 隊 に よ る １ 日 最 多
出 場 件 数

令和６年 令和５年 令和４年 令和３年 令和２年

そ
の
他

事　
　

故　
　

種　
　

別
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過 去 ５ 年 間 の 救 急 隊 別 出 場 件 数

救 急 概 要 5 年 間 対 比

1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 

1,579 

1,736 

2,066 

2,188 

2,340 

1,522 

1,664 

1,965 

 2,069 

 2,230 

1,531 

1,673 

1,974 

2,074 

2,237 

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

搬送人員

搬送件数

出場件数

0 200 400 600 800 1,000 1,200 

451 

509 

538 

507 

597 

458 

539 

518 

590 

687 

670 

688 

1,010 

1,091 

1,056 

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

寺井救急隊

根上救急隊

辰口救急隊
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QR コードに対応したスマートフォンからは、こちらの QR コードから能美市消

防本部ホームページを閲覧できます。
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